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別に検討した報告は少ない.本研究で骨転移症例

の臨床病理学的特徴と予後について明らかにす

る.

【対象と方法】2000年1月から食道癌根治切除

後に初発再発として骨転移をきたした11例を後

方視的に検討した.
【結果】食道癌の病期はStageII3例,StageⅢ

5例,StageⅣ3例で,3例に壁内転移を認めた 7
例が術後1年以内に再発し無病生存期間中央値は

9.6か月であった.6例が単発,5例が多発であり,

部位は脊椎が6例,肋骨了静盤,その他が3例ず

つであった.他臓器転移を同時性2例,異時性7

例に認めた.再発後治療は切除3例,化学療法2

例,化学放射線療法,放射線治療は1例ずつであ

った.再発後生存期間中央値は4.8か札 1年生存

率20.50/Oであり,肺転移 洞 14.7か月･50.30/a)

と比較して有意に予後不良であった (p-0.004).

E結語】食道癌根治切除後初発再発が骨転移の

症例は治療抵抗性で予後不良である.
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【背景】TS-1は胃癌治療に中心的な役割を果

たしている新規抗がん剤である.

【対象】2000年4月から2010年6月まで当科で

TS-1を授与した胃癌 101名 (高度進行 ･再発

68名,術前7名,補助化学療法25名,その他 1

名).投与法ごとの治療成績をretrospectiveに解

析した.

【結果】高度進行 ･再発例では泰効率は41%で,

治療成功期間の中央値は182日で,全生存期間の

中央値は375日であった.2次治療は 37名

(62%)に行なわれパクリタキセル療法が最多31

171

塞 (46%)であった.13名がサルベ-ン切除対

象となった.術後補助療法では1年以上授与の治

療完遂例は17名 (680/a)であった.投与中の再

発は2名,投与完γ後の再発は4名であった.

【結語】当科での高度進行 ･雨風 術後補助療法

におけるTSll持Fj-の.成績は過去の報告と -敢

する.今後は術前投与-の予後に関する有効性のデ

ータの蓄積が必要である.
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【背景】DOC,CDDP,S-1の3剤併用による

DCS療法は商い抗魔境効果を有し,進行胃癌治

療としての有用性が期待されている.当院での

DCS療法の経験からその効果と安全性について

検討を行った.

E対象 ･方法】対象はT3,T4,bu豆kyN2もしく

はstageⅣ症例 12例で,毒性の軽減を期待し金

沢大学レジメン (分割DCS療法)を採用した.

監結果】12例の進行度はStageⅢÅ5例,ⅢB2
例,Ⅳ5例であった.NAC症例では原則的に2コ

-ズ後に手術を施行した.G3/4の副作用は8例

に認め,好中球減少7例,食欲不振l例,口内炎1

例 (重複例あり)であった.2コース以上施行し

た症例8例での治療効果判定ではCRl例,PR6

例,SDl例であり奏効率は87.50/Oであった.手
術を施行された6例のうち原発巣の組織学的効果

判定はGrade32例,Grade23例 ,Grede1l例

であった.

瞳 語】分割DCS療法は高率に好中球減少の副

作用を認めるものの高い腫療効果が得られ 高度

進行胃癌に対する有用な治療法であることが示唆

された.


